
 

国際機関就職ガイダンス2019 in 英国 

 外務省＆IDDP「国際機関で働くには」 

■内容  
 国連をはじめとする国際機関で働くためには、早い段階から意識して
準備することが大切です。ガイダンスでは、外務省の国際機関人事担当
官が、国連などの国際機関で働くためには、「どのような方法があるの
か」、「今、何をしなければならないのか」などをレクチャーします。 
また、国際機関で働く現役の日本人職員や人事担当者から、実際の業務
内容や魅力についてお話します。 
 さらに、ロンドン会場では、在英の国際機関職員を交えた意見交換会
が、サセックス開場ではＯＥＣＤ代表部からの説明も行われます。質疑
応答あり。参加無料。要事前登録。 

国際機関への就職に関する質問は，外務省国際機関人事センターへ 
                                                

                                       （http://www.mofa-irc.go.jp） 

■登録 
 参加登録＆詳細 ＩＤＤＰ英国開発学勉強会Facebookページ 

（ https://www.facebook.com/IDDP-英国開発学勉強会-新ページ-380195618722882/ ） 

■日時・場所 
○ロンドン会場  2019年2月 8日(金)  
 

         15:30-20:30 ＠ 在英国日本国大使館 
 

○ノリッチ会場  2019年2月 9日(土)  
         14:00-16:30 ＠University of East Anglia 
 

○ブライトン会場 2019年2月10日(日)  
                13:00-16:00 ＠University of Sussex 
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■講演者紹介 

 
 飯塚 令子 氏 
           Iitsuka   Reiko 
 

 ラムサール条約事務局  
 アジア・オセアニア地域上級アドバイザー 
 

略歴： 
 米国デューク大学で環境マネジメントおよび森林管理を学んだ後、NGO、
JICA、UNDP、世界銀行で10年以上に渡って環境と国際開発の分野でキャリア
を積み、ボツワナ、モーリシャス、ソロモン諸島、マレーシアなどにおける
自然資源のプロジェクトに関わる。また、外務省ジュネーブ代表部では専門
調査員として、日本と環境関連の国際機関（ﾜｼﾝﾄﾝ条約事務局(CITES)、ラム
サール条約事務局、国際自然保護連合(IUCN）との連携・調整業務等を担当。
現在は、ラムサール条約事務局にて、アジア・オセアニア担当として、締約
国の条約遵守を支援するため、技術的及び事務的サポート行っている。また、
現場レベルでは、小規模プロジェクト監理に従事している。 

■各会場詳細 
 

 ◇ロンドン会場 ２月８日（金）15:30～20:30＠在英国日本国大使館 
・第１部・在英国際機関によるプレゼンテーション（15:30～17:20） 
 参加国際機関：欧州復興開発銀行(EBRD)、国際家族計画連盟(IPPF)、 
   国際海事機関(IMO)、国際油濁補償基金(IOPCF)、国際コーヒー機関(ICO) 
 

・第２部：国際機関就職ガイダンス（17:30～18:55） 
 国際機関への就職方法等に関する説明（外務省ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ代表部担当官） 
 ラムサール条約事務局・飯塚令子氏の講演 
 

・在英国際機関邦人職員を交えた意見交換会(19:00～20:30）  
  
◇ノリッチ会場 ２月９日（土）14:00～16:30 ＠ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ大学 
 国際機関への就職方法等に関する説明（外務省ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ代表部担当官） 
 ラムサール条約事務局・飯塚令子氏の講演  
  
◇ブライトン会場 ２月１０日（日）13:00～16:00＠サセックス大学 
 ラムサール条約事務局・飯塚令子氏の講演   
 OECDの業務と役割・OECD代表部の取組（外務省ＯＥＣＤ代表部） 
 国際機関への就職方法等に関する説明（外務省ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ代表部担当官） 
 

※ロンドン会場については、18：00以降の入場は不可となります。 
※国際機関への就職方法等に関する説明及び飯塚氏の講演は３会場同内容となります。 
※会場内の時間配分は変更になる場合があります。 

国際機関に興味・関心がある方はもとより、環境を学んでいる方、
環境問題に関心がある方、環境問題について国際機関が果たす役割
に関心がある方には特に必見です。 


